
【 フロアーブライト クリーナー  施工仕様書 】 

 

「フロアーブライト クリーナー」は、床面の様々な汚れ落しにご使用いただける万能洗剤です。 

泥汚れ～油汚れまで、汚れの種類を問いませんので、床面の維持管理時の一般清掃用にご使用いただけます。 

また、「フロアーブライト クリーナー」にはビルダーを使用していませんので使用後の水洗いは不要＊、作業効率が 

向上します。（＊１０倍希釈液より濃い濃度で使用した場合には水洗いが必要です。） 

油汚れには、油汚れ除去専用のクリーナーを用意していますので、用途に合わせてご選定ください。 

使用方法 

○水で希釈して使用します。汚れの状態に合わせて希釈倍率を変えてください。 

 

希釈倍率の目安（クリーナーを１とした時の水の混入量）） 

汚れの状態 希釈率 １８㎏缶使用面積の目安 

希釈液 0.3 ㎏を使用した場合 
汚れの多い床には １： ３０～ ６０ １８００～３６００㎡  

汚れの少ない床には １： ８０～１００ ４８００～６０００㎡  
軽い油汚れには １： １０～ ４０ ６００～２４００㎡  

日常的なメンテナンスには １：１００ ６０００㎡  

 

希釈液の作成 

 

○汚れは現場により様々です。上記希釈倍率にこだわらず状況を見ながら希釈倍率を変えてください。 

また、上記表では希釈液を０.３㎏/㎡ 使用した時の１缶当りの目安です。 

希釈液の散布 

 

０.３～０.５㎏/㎡ 

程度を散布して 

ください。 

○上記の希釈液をモップで塗り広げるか、ジョウロ等で 

散布し３～５分程度放置してください。 

 

○油の堆積が多い場合には使用量を多く、また放置時間を

長めに取ってください。（１０～３０分程度） 

 

 

 

    

①少量の水を掛けながら 

ナイロンブラシやシダブラシ 

を付けたポリッシャーでこする。 

 

 

 

ポリッシャーの入らない狭い部分は、 

少量の水を掛けながらデッキブラシや 

たわしでこする。 

 

 

 

洗浄 

 
広い面積はポリッシャー

や自動洗浄機で洗浄し

てください。 

 

一度で取りきれない場

合には同じ作業を繰り

返してください。 

 

②汚れを浮かせた後に水切りドライヤー 

（水切りワイパー・ゴムレーキ）などで汚水をかき取ります。 

③その後、十分に水洗いしてください。 

堆積している油の場合には１回で取り切れない場合があります。 

また、水洗いの水を弾く様な時は十分に取り切れていません。 

この場合には①～③を繰り返してください。 

汚水除去 汚水は水切りドライヤーやバキュームクリーナーで除水してください 

水拭き・水洗い 最後にきれいな水モップや自動洗浄機などで洗浄、拭いてから、乾燥させてください。 
〇本製品はアルカリ性洗剤です。使用時にはゴム手袋などで皮膚を保護してください。また、飛沫が眼に入らないように注意してください。 

○「フロアーブライト クリーナー」にはビルダーを使用していませんので使用後の水洗いは不要です。 

（＊１０倍希釈液より濃い濃度で使用した場合には水洗いが必要です。） 

〇有害性等安全に関わる事項の詳細は MSDS でご確認ください。 

〇厨房や食品工場、食肉施設などの脂落しには「オイルクリーナー動植物油用」を、自動車整備工場などの油落しには「オイルクリーナー鉱物油用」を使用くだ

さい。 

〇ご不明な点は、施工前にご確認ください。 

 


